


ニーズをかたちに －ハマタイト―

わが国の弾性シーリング材の歴史は、昭和38年に初めて国産化された2成分形ポリサルファイド系シーリング材『ハマタイト』から始まり
ます。
昭和40年代にカーテンウォール工法が採用されると、それを契機として建築物の超高層化が進み、わが国の建築技術水準は今や世界を
リードするに至っております。弾性シーリング材のパイオニアとして建築技術の発展に寄与するために、総合ゴムテクノロジーを基に
した新技術・新素材の研究開発に常に努めてきました。
私たちは、新商品開発のみならず、品質保証の徹底や環境問題へも積極的に取り組んでいます。それと同時に全国各地の有力施工
会社とタイアップし、責任施工・サービス体制を整備し、シーリング防水に求められる機能の多様化・高質化に〈製・販・技〉一体と
なって取り組んでいます。
私たちは、総合シーリング材メーカーとして長年蓄積した技術・経験を活かし、将来予想される新たなニーズに応えるべくより積極的
な研究開発を進め、シーリング防水に求められる「信頼性の向上」という社会的な要請に応えてまいります。

建設業界から排出される産業廃棄物量は、全生産量の約20％（7,821万t）を占めるといわれ
ています（令和2年度）。2002年には、「建設資材リサイクル法」が全面的に施行され、建設
業界をあげて産廃減量に取り組むことが、非常に重要となってきています。現在、2成分形建
築用シーリング材の基材は、殆どがブリキ製容器に充填されており、使用後は金属と廃プラ
スチックの混合廃棄物として残余年数わずかといわれる埋設処分場にて処理されています。
私たちは、産業廃棄物減量という課題を「環境先進企業」としての社会的責任と考え、マテリ
アルリサイクル可能なプラスチック製容器「e-can」※を開発し、弊社缶納入業者と協業して環
境省 広域認定制度に基づいた処理を実施。こうしたマテリアルリサイクルシステムの構築・
運用により廃棄物の削減/ゼロエミッションに貢献しています。
※「e-can」（㈱前田製作所に製造を委託）は、環境省 広域認定制度の適用を受けたプラスチック製容器です。
　 認定番号 第71号

1963（S38 ） 『ハマタイト（SC-500シリーズ）』（2成分形ポリサルファイド系）発売
1978（S53 ） 『スーパーⅡ』（2成分形変成シリコーン系）発売
1979（S54 ） 『UH-30』（2成分形ポリウレタン系）発売
1981（S56 ） 『SS-310』（1成分形シリコーン系）発売
1984（S59 ） 『シリコーン70』（2成分形シリコーン系）発売
 『シールエース』（1成分形ポリウレタン系）発売
1986（S61 ） 『スーパーワン』（1成分形変成シリコーン系）発売
1987（S62 ） 『スーパーワンLM』（1成分形変成シリコーン系）発売
1991（H3 ） 『PS-ONE』（1成分形ポリサルファイド系）発売
1995（H7 ） 『SEAL21』（1成分形ポリウレタン系）発売
1997（H9 ） 『SC-M500』（2成分形ポリサルファイド系）発売
 『ISO 9001』取得
1998（H10 ） 『吹きつけクン』（2成分形ポリウレタン系）発売
1999（H11 ） 『マイレックス-Z』（2成分形ポリイソブチレン系）発売
 『ISO 14001』取得
2002（H14 ） 『UH-01NB』（2成分形ポリウレタン系）発売
2003（H15 ） 『Prism NB』（1成分形ポリウレタン系）発売
2009（H21 ） 『SEAL21 NB』（1成分形ポリウレタン系）発売
2010（H22 ） 『スーパーⅡ NB』（2成分形変成シリコーン系）発売
 『SC-500SL』（1成分形ポリサルファイド系）発売
2012 (H24 )　　『SC-500NB』(2成分形ポリサルファイド系) 発売
2016（H28 )　　ブランドロゴのリニューアルを実施
　　　　　　　「SC-PS2」（2成分形ポリサルファイド系）発売
　　　　　　　「SC-PS1NB」（1成分形ポリサルファイド系）発売
　　　　　　　「SC-MS1NB-LM」（１成分形変成シリコーン系）発売
2018（H30)　 「SC-DM2」（2成分形ポリサルファイド系速硬化タイプ）発売
2021（R3）　　「SC-SA2」（2成分形シリル化アクリレート系）発売

ハマタイトシーリング材の略歴
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廃棄物削減  ゼロエミッションに貢献
2成分形建築用シーリング材専用
産業廃棄物対策容器

広域認定制度を活用し、マテリアルリサイクルを実現

広域認定制度活用によるマテリアルリサイクル

マテリアルリサイクルの実現による廃棄物の削減

広域認定制度とは？

e-canのコンセプト

e-canの回収・再生

e-canのコスト比較

産業廃棄物処理法の特例制度です。処理

能力等一定の厳しい基準に適合している

と環境大臣が認定したメーカーが、複数の

都道府県にまたがって使用済みの自社製

品等を回収・リサイクルする場合、収集運

搬や中間処理、最終処分を委託する場合

でも、産業廃棄物処理業の認可を不要と

するものです。

金属缶（従来品）と「e-can」を
それぞれ使用した場合の比較

対応シーリング材
「e-can」でご提供できる
ハマタイトシーリング材は
右図の通りです

通常在庫品

受注生産品

※費用は弊社調査による概算金額です。　※無償回収～リサイクル実施により、廃棄費用を大幅に削減できます。（廃プラスチック処理した場合の比較でも金属缶と同等以下となります）
※段ボールケース、硬化剤袋、カラーマスター袋、プライマー容器等は、現場の規定に従い別途処理ください。

減容の仕方

1m3当りの主剤缶数

廃棄物の分類・処理費用
（使用後シーリング材付着状態）

1缶当り（主剤缶+フタ）の
処理費用

潰さずそのまま
缶底を抜いて
2つ折りで減容

リサイクル（回収）
積み重ねて一時保管

金属缶（4L用）

70缶

潰さずそのまま積み重ね

e-can（4L用）

270缶 (270缶)350缶

混合廃棄物（金属＋廃プラスチック） 廃プラスチック

2成分形ポリウレタン系

（JIS A5758 F-25LM-8020)

2成分形シリコーン系

（JIS A5758 G・F-25LM-10030)

2成分形変成シリコーン系

（JIS A5758 F-25LM-9030)

e-canマテリアルリサイクルの概要
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缶の納入

缶の回収

シーリング材の製造・販売

再生ペレット

付着物（シーリング材）と
缶素材（ポリプロピレン）を分離
→付着物は産業廃棄物処理します。

破砕・粉砕

再生ペレットとして再利用

缶フタへ再利用

430円 86円 48円
30,000円／m3 13,000円／m3

（回収～マテリアルリサイクル）

（廃プラスチック）
無償にて回収
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●淡色系パネル目地で目地周辺の汚染が問題になる場合は、
　SC-SR2の使用を避けてください。

●金属パネル間目地へSC-MS2NB/SUPERⅡを使用する場合は、
　プライマーNo.18の使用を推奨します。

●金属パネル間目地を改修する際は、剥離等の不具合を防止するため、
　素地が出るまで既存シーリング材を十分に撤去してください。

●石材先付けPC板の石材間目地（細目地）は、
　ポリサルファイド系を選定してください。

●石目地はプライマー塗布を十分に行ってください。

●シーリング材表面に塗装を施す場合は、
　塗装材の付着性・汚染性に留意し、事前確認を実施してください。

●フッ素系の場合は、接着性の事前確認を実施してください。

●淡色系パネル目地で目地周辺の汚染が問題になる場合は、
　SC-SR2の使用を避けてください。

●シーリング材表面に塗装を施す場合は、　
　塗装材の付着性・汚染性に留意し、事前確認を実施してください。

●金属断熱サンドイッチパネル間目地を改修する際は、
　剥離等の不具合を防止するため、
　素地が出るまで既存シーリング材を十分に撤去してください。

●金属断熱サンドイッチパネル間目地へ
　SC-MS2NB/SUPERⅡを使用する場合は、
　プライマーNo.18を使用してください。（バフ掛けを推奨）

●大型ガラススクリーン工法の場合は弊社までお問合せください。

●複層ガラスや合わせガラスの小口面にシーリング材を
　使用する場合はシリコーン系シーリング材を選定してください。

●淡色系パネル目地で目地周辺の汚染が問題になる場合は、
　SC-SR2の使用を避けてください。

●シーリング材表面に塗装を施す場合は、
　塗装材の付着性・汚染性に留意し、事前確認を実施してください。

●シーリング材表面に塗装を施す場合は、
　塗装材の付着性・汚染性に留意し、事前確認を実施してください。

●石材打ち込みPC板の石材間目地（細目地）は、
　ポリサルファイド系を選定してください。

●石目地はプライマー塗布を十分に行ってください。

●水回り各種目地に淡色系を使用する時は、防カビタイプをお勧めします。
●常時水に浸せきする部位での使用では、定期的な点検をお勧めします。
●水回り各種目地には、石目地やタイル目地の場合もSC-SR1をご使用ください。
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